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き
ま
す
。

　

経
理
処
理
は
、
消
耗
品
費
な
ど
と
し

て
単
純
に
費
用
計
上
す
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ

で
す
。
具
体
的
な
仕
訳
に
つ
い
て
は
、

図
表
１
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
損
金
と
は
、
会
計
上
の
「
原

価
・
費
用
・
損
失
」
に
相
当
す
る
税
務

上
の
用
語
で
す
。
そ
し
て
こ
の
費
用
計

上
す
る
経
理
処
理
を
「
損
金
経
理
」
と

い
い
、
損
金
算
入
す
る
た
め
の
要
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

金
額
判
定
の
ポ
イ
ン
ト

　

注
意
す
べ
き
な
の
は
、「
10
万
円
の

ラ
イ
ン
を
ど
こ
で
引
く
か
？
」
と
い
う

点
で
す
。
取
得
価
額
が
10
万
円
未
満
か

　

減
価
償
却
資
産
を
取
得
し
た
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
資
産
の
耐
用

年
数
で
減
価
償
却
（
そ
の
資
産
が
使
用

で
き
る
期
間
に
わ
た
っ
て
費
用
分
配
す

る
こ
と
）
を
行
な
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
取
得
価
額
が
少
額
の
場
合

に
は
、
次
の
３
つ
の
特
例
的
な
取
扱
い

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
10
万
円
未
満
…
「
少
額
減
価
償
却

資
産
」。
事
業
の
た
め
に
使
い
始

め
た
事
業
年
度
に
全
額
損
金
算
入

・
20
万
円
未
満
…
「
一
括
償
却
資

産
」。
本
来
の
耐
用
年
数
に
か
か

わ
ら
ず
、
３
年
で
均
等
に
償
却

ど
う
か
は
、「
通
常
１
単
位
と
し
て
取

引
さ
れ
る
単
位
」
や
「
１
そ
ろ
い
」
で

判
定
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
応
接
セ
ッ
ト
は
通
常
、

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
１
組
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の

セ
ッ
ト
で
「
１
単
位
」
と
考
え
ま
す
。

そ
の
合
計
金
額
が
10
万
円
未
満
か
ど
う

か
で
判
定
す
る
わ
け
で
す
。

　

次
に
カ
ー
テ
ン
の
場
合
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
窓
が
４
枚
あ
る
部
屋
に
１
枚

の
カ
ー
テ
ン
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
カ
ー
テ
ン
が
４
枚
揃
っ
て
、
は
じ

め
て
カ
ー
テ
ン
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
ま

す
。
こ
の
場
合
に
は
、
１
部
屋
に
必
要

・
10
万
円
以
上
30
万
円
未
満
…
「
中

小
特
例
」。事
業
の
た
め
に
使
い
始

め
た
事
業
年
度
に
全
額
損
金
算
入

10
万
円
未
満
の
場
合
の 

取
扱
い

⑴　

少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額

の
全
額
損
金
算
入

　

取
得
価
額
が
10
万
円
未
満
の
減
価
償

却
資
産
は
、
取
得
し
て
事
業
の
た
め
に

使
い
始
め
た
事
業
年
度
（
以
下
、「
事

業
共
用
年
度
」）
に
お
い
て
、
取
得
価

額
の
全
額
を
損
金
算
入
す
る
こ
と
が
で

中
小
企
業
が
取
得
価
額
が
30
万
円
未
満
の
固
定
資
産
を
購
入

し
た
際
に
は
、
金
額
に
応
じ
て
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
少
額
減
価
償
却
資
産
の
税
務
処
理
に

つ
い
て
、
お
さ
ら
い
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

入
　
野
　
拓
　
実

税
理
士

入
野
拓
実
税
理
士
事
務
所
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な
枚
数
＝
４
枚
を
「
１
そ
ろ
い
」
と
考

え
て
金
額
を
判
定
し
ま
す
（
図
表
２
）。

　
「
消
費
税
の
税
込
or
税
抜
」
は
、
会

社
の
経
理
方
法
と
連
動
し
ま
す
。

　

会
社
が
税
抜
経
理
を
採
用
し
て
い
れ

ば
、
10
万
円
未
満
か
ど
う
か
も
税
抜
金

額
で
判
定
し
ま
す
。

　

こ
の
「
金
額
判
定
」
の
項
目
で
紹
介

し
た
取
扱
い
は
、
後
述
す
る
「
20
万
円

未
満
の
場
合
」「
10
万
円
以
上
30
万
円

未
満
の
場
合
」
で
も
同
様
で
す
。

　

詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
国
税
庁
Ｈ

Ｐ
で
、
法
人
税
法
基
本
通
達
７

－

１

－

11
、
法
人
税
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
５
４

０
３
、
法
人
税
質
疑
応
答
事
例
「
間
仕

切
り
用
パ
ネ
ル
に
係
る
少
額
減
価
償
却

資
産
の
判
定
等
」
な
ど
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

⑶　
使
用
可
能
期
間
が
１
年
未
満
の
も
の

　

少
し
レ
ア
ケ
ー
ス
で
す
が
、「
使
用

可
能
期
間
が
１
年
未
満
の
も
の
」
に
つ

い
て
も
、
少
額
減
価
償
却
資
産
と
同
様

に
、
取
得
価
額
の
全
額
を
損
金
算
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

使
用
可
能
期
間
が
１
年
未
満
か
ど
う

か
は
、
耐
用
年
数
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
次
の
２
点
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

で
判
断
さ
れ
ま
す
。

①　

そ
の
業
種
に
お
い
て
一
般
的
に
消

耗
性
の
も
の

②　

過
去
３
年
間
の
使
用
状
況
や
補
充

状
況
な
ど
か
ら
み
て
、
使
用
可
能
期

間
が
１
年
未
満
で
あ
る
も
の

　

具
体
例
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の

フ
ィ
ル
ム
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
通
常
で
あ
れ
ば

資
産
計
上
を
行
な
い
、
耐
用
年
数
で
あ

る
２
年
間
で
減
価
償
却
す
べ
き
で
す
。

　

で
す
が
、
テ
レ
ビ
の
放
映
期
間
が
１

年
未
満
で
あ
れ
ば
、「
使
用
可
能
期
間

が
１
年
未
満
の
も
の
」
に
該
当
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
共
用
年
度
に

全
額
を
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

　

実
務
上
は
「
使
用
可
能
期
間
が
１
年

未
満
で
あ
る
こ
と
」
を
合
理
的
に
説
明

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

20
万
円
未
満
の
場
合
の 

取
扱
い

⑴　

一
括
償
却
資
産
の
３
年
償
却

　

次
に
、
取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の

減
価
償
却
資
産
は
、
３
年
間
で
均
等
に

損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
15
万
円
の
資
産
で
あ
れ

ば
、
毎
年
５
万
円
ず
つ
損
金
に
算
入
す

る
わ
け
で
す
（
図
表
３
）。

　

20
万
円
未
満
で
３
年
均
等
償
却
を
選

択
し
た
減
価
償
却
資
産
を
、「
一
括
償

却
資
産
」
と
言
い
ま
す
。

　

仕
訳
例
は
、図
表
４
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
法
人
税
の
確
定
申
告
書
に
「
別
表

16
（
８
）」
と
い
う
明
細
書
を
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵　

一
括
償
却
資
産
の
注
意
点

　

一
括
償
却
資
産
は
、
売
却
や
除
却
を

行
な
っ
た
場
合
に
も
、
引
き
続
き
３
年

間
で
の
均
等
償
却
を
行
な
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
除
却
損
等
と
し
て
未
償
却
残

高
を
一
時
に
損
金
算
入
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
一
括
償
却
資
産
は
、
事
業
年

度
の
途
中
で
事
業
共
用
を
し
た
場
合
で

も
、
月
割
計
算
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
新
設
法
人
な
ど
で
事
業
年

度
の
月
数
が
11
か
月
以
下
の
場
合
に

は
、
月
割
計
算
を
行
な
い
ま
す
。「
取

得
価
額
×
事
業
年
度
の
月
数
÷
36
か

月
」
と
い
う
算
式
で
計
算
を
す
る
た
め

で
す
。

10
万
円
以
上
30
万
円
未
満
の 

場
合
の
取
扱
い

⑴　

中
小
企
業
の
特
例

　

10
万
円
以
上
30
万
円
未
満
の
減
価
償

図表１　10万円未満の資産の場合の仕訳例
（借方）消耗品費　90,000　　　　（貸方）現金預金　90,000

図表４　20万円未満の資産の場合の仕訳例
◆購入時
　（借方）一括償却資産　150,000　（貸方）現金預金　　 150,000
◆決算時
　（借方）減価償却費　　 50,000　（貸方）一括償却資産　50,000

図表２　「１そろい」の判断基準
例 ○ ×

応接セット テーブルと椅子の合計 テーブルと椅子それぞれ

カーテン 部屋ごとの合計 １枚ごと

間仕切り用パネル 設置した枚数の合計 １枚ごと

図表３　一括償却資産の３年償却の例

一括償却資産

15万円
５万円

５万円

５万円 事業共用年度

　　翌事業年度

翌々事業年度
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た
と
え
ば
、
そ
の
事
業
年
度
に
29
万

円
の
減
価
償
却
資
産
を
11
個
取
得
し
た

場
合
に
は
、
10
個
（
29
万
円
×
10
＝
２

９
０
万
円
）
は
こ
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
１
個
は
通

常
の
減
価
償
却
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
事
業
年
度
が
１
年
未
満
の
場

合
に
は
、
限
度
額
を
「
３
０
０
万
円
÷

12
×
そ
の
事
業
年
度
の
月
数
」
で
計
算

し
ま
す
。

⑶　

リ
ー
ス
資
産
の
取
扱
い

　

い
わ
ゆ
る
「
所
有
権
移
転
外
リ
ー
ス

取
引
」
で
取
得
し
た
リ
ー
ス
資
産
は
、

リ
ー
ス
期
間
に
わ
た
っ
て
定
額
で
償
却

す
る
こ
と
が
実
態
に
即
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
リ
ー
ス
期
間
定
額

法
」
に
よ
っ
て
減
価
償
却
を
行
な
う
こ

と
に
な
り
、「
少
額
減
価
償
却
資
産
の

全
額
損
金
算
入
」「
一
括
償
却
資
産
の

３
年
償
却
」
の
適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
中
小
企
業
者
の
30
万
円

未
満
の
特
例
は
適
用
可
能
で
す
。

４
つ
の
取
扱
い
か
ら 

ど
れ
を
選
ぶ
か

　

全
体
像
を
理
解
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
扱
い
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
ど
れ
を

選
択
す
る
か
、考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑴　

４
つ
の
取
扱
い
の
適
用
関
係

　

資
産
の
取
得
価
額
ご
と
に
、
４
つ
の

取
扱
い
の
適
用
関
係
を
ま
と
め
た
の
が

図
表
６
で
す
。

　

取
得
価
額
が
30
万
円
以
上
の
場
合
、

特
例
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
通

常
の
減
価
償
却
を
行
な
っ
て
費
用
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

よ
く
あ
る
誤
解
が
「
10
万
円
未
満
の

場
合
に
は
、
全
額
損
金
算
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」「
30
万
円
未
満
の
場
合

に
は
、通
常
の
減
価
償
却
は
選
べ
な
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
３
つ
の
規
定
は
、

「
全
額
損
金
算
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
強
制
規

定
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
全
額
損
金

算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

「
任
意
規
定
」
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
25
万
円
の
資
産
を
取
得

し
た
場
合
、
中
小
特
例
で
全
額
損
金
算

入
し
て
も
よ
い
し
、
通
常
の
減
価
償
却

を
し
て
も
よ
い
。
会
社
の
自
由
選
択
と

な
り
ま
す
。

⑵　

制
度
適
用
の
判
断
基
準

　

30
万
円
以
上
の
減
価
償
却
資
産
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
減
価
償
却
以
外
に
選

択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
30
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、

複
数
の
償
却
方
法
の
な
か
か
ら
最
も
有

利
な
も
の
を
選
択
で
き
ま
す
。

却
資
産
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
全
額

を
損
金
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
次
の
よ
う
な
要
件
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①　

中
小
企
業
者
等
（
資
本
金
の
額
が

１
億
円
以
下
で
大
規
模
法
人
と
の
資

本
関
係
な
し
等
）
で
あ
る
こ
と

②　

青
色
申
告
法
人
で
あ
る
こ
と

③　

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
、
１
０

０
０
人
以
下
で
あ
る
こ
と

④　

損
金
経
理
を
す
る
こ
と

⑤　

法
人
税
の
確
定
申
告
書
に
「
別
表

16
（
７
）」「
適
用
額
明
細
書
」
を
添

付
す
る
こ
と

　
「
30
万
円
ま
で
は
経
費
で
落
ち
る
」

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
言
葉
は
、
こ
の
規
定
が
元

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

仕
訳
例
は
、図
表
５
の
と
お
り
で
す
。

⑵　

中
小
企
業
の
特
例
の
注
意
点

　

こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
一
事
業
年
度
に
お
い
て
３
０
０
万

円
が
限
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図表５　30万円未満の資産の場合の仕訳例

図表６　資産の取得価額ごとの取扱いの適用関係

◆購入時

　（借方）　工具器具備品　250,000	 （貸方）　現金預金　　　250,000

◆決算時

　（借方）　減価償却費　　250,000	 （貸方）　工具器具備品　250,000

※�購入時に「消耗品費」等として費用計上する処理も考えられるが、申告書の別表作成
漏れをなくすために筆者はこの処理を採用している

少額＆１年未満
（全額損金算入）

一括償却資産
（３年償却）

中小特例
（全額損金算入）通常の減価償却

10万円未満 ○ ○ × ○

10万円以上
20万円未満 × ○ ○ ○

20万円以上
30万円未満 × × ○ ○

30万円以上 × × × ○
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い
り
の　

た
く
み　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
売
上
１
０
０
０
万
円
未
満
の
個
人
事
業
主
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
20
億
円
超
の

中
小
法
人
ま
で
多
岐
に
渡
り
、
中
小
企
業
の
経
営
分
析
、
自
力
申
告
サ
ポ
ー
ト
、
独
立
起
業
支
援
を
得
意
と
す
る
。

　

判
断
基
準
は
、
①
「
償
却
資
産
税
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
」、
②
「
利
益

の
額
は
適
正
か
」
の
２
点
で
す
。

①　

償
却
資
産
税
の
対
象
と
な
る
か
ど

う
か

　

償
却
資
産
税
（
固
定
資
産
税
の
一

種
）
は
、
中
小
特
例
や
通
常
の
減
価
償

却
を
選
択
し
た
場
合
に
は
申
告
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
少
額
減
価
償
却
資
産

の
全
額
損
金
算
入
や
一
括
償
却
資
産
を

選
択
し
た
場
合
に
は
対
象
外
で
す
。

　

償
却
資
産
税
を
節
約
す
る
目
的
で
、

中
小
特
例
で
は
な
く
、
あ
え
て
一
括
償

却
資
産
で
の
３
年
償
却
を
選
択
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
償
却
資
産
税
は
課
税
標
準

額
が
１
５
０
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
免
税

で
す
。
免
税
の
範
囲
内
で
中
小
特
例
を

使
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

②　

利
益
の
額
は
適
正
か

　

全
額
損
金
算
入
を
す
れ
ば
当
然
、
取

得
価
額
の
分
だ
け
利
益
が
減
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
一
括
償
却
資
産
ま
た

は
通
常
の
減
価
償
却
で
あ
れ
ば
、
全
額

損
金
算
入
よ
り
は
利
益
の
減
少
幅
は
少

な
い
わ
け
で
す
。

　

中
小
企
業
の
場
合
、「
利
益
を
抑
え

て
税
金
を
安
く
す
る
」
こ
と
を
よ
し
と

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
観
点
で

あ
れ
ば
全
額
損
金
算
入
が
正
解
で
す
。

　

一
方
で
、
金
融
機
関
や
株
主
か
ら
の

評
価
を
考
え
て
、「
税
金
を
払
っ
て
で

も
利
益
を
多
く
す
る
」
と
い
う
考
え
方

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

一
般
的
に
、
節
税
と
資
金
調
達
力
は

相
反
関
係
に
あ
り
ま
す
。
税
金
は
払
い

過
ぎ
て
も
、
払
わ
な
過
ぎ
て
も
い
け
な

い
も
の
で
す
（
図
表
７
）。

⑶　

事
例
：
15
万
円
の
Ｐ
Ｃ
を
ど
う
処

理
す
る
か

　

償
却
資
産
税
と
利
益
の
観
点
か
ら
、

15
万
円
の
Ｐ
Ｃ
を
買
っ
た
場
合
の
取
扱

い
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

選
択
肢
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

①　

一
括
償
却
資
産
と
し
て
３
年
償
却

②　

中
小
特
例
で
全
額
損
金
算
入

③　

通
常
の
減
価
償
却
（
耐
用
年
数
４

年
）

　

一
括
償
却
資
産
と
し
て
処
理
し
た
場

合
に
は
、
当
期
の
減
価
償
却
費
は
５
万

円
と
な
り
、
償
却
資
産
税
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

中
小
特
例
で
処
理
し
た
場
合
に
は
、

当
期
の
減
価
償
却
費
は
15
万
円
と
な

り
、償
却
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
減
価
償
却
を
行
な
っ
た
場
合

に
は
、
当
期
の
減
価
償
却
費
は
９
万
３

７
５
０
円
と
な
り
（
定
率
法
・
12
か

月
）、
償
却
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
（
図
表
８
）。

　

こ
の
場
合
、
一
括
償
却
資
産
を
選
択

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
「
利
益
を
最
大
化
し

つ
つ
、償
却
資
産
税
を
払
わ
ず
に
済
む
」

こ
と
。
中
小
特
例
の
メ
リ
ッ
ト
は
「
利

益
を
最
小
限
に
で
き
る
こ
と
」
で
す
。

　

一
方
、
通
常
の
減
価
償
却
は
、
こ
の

い
ず
れ
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
社
の
状
況
に
応
じ
て
、
一
括
償
却

資
産
ま
た
は
中
小
特
例
の
い
ず
れ
か
を

選
択
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

◇

　

少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
扱
い
の
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
と
、
図
表
９
の
と

お
り
で
す
。
各
取
扱
い
の
適
用
要
件
を

意
識
し
て
、
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

●▲

図表７　制度適用の判断基準

図表８　15万円のPCを取得した場合の取扱い

→10万円未満は全額償却
　10万円～20万円未満は一括償却資産
　20万円～30万円未満は中小特例

とにかく税額を減らしたい！

もっと利益を出さないとまずいじゃないか！

→20万円未満は一括償却資産
　20万円以上は通常の減価償却

損金算入額 償却資産税

一括償却資産
（３年償却） 50,000円 対象外

中小特例
（全額損金算入） 150,000円 対象

通常の減価償却 93,750円 対象

図表９　少額減価償却資産の取扱いのまとめ
金額 取扱い

10万円未満 少額減価償却資産として全額損金算入

20万円未満 一括償却資産として３年で均等償却

10万円以上
30万円未満 中小特例で全額損金算入

30万円以上 通常の減価償却

・�金額の判定は、１セット単位、１そろいで行なう
・�10万円未満の全額損金算入＆一括償却資産は、償却資産税の申
告不要


